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特集・子どもの心を読む

保育所における相談
A・Sケース

は
豊

なψ’

水
のぞみ愛児園園長

た　　　　　むら

田　　村
東洋大学教授

せつ子（ヶ一7．記録｝

臥
健
L
　〔コメント）

　共働き家庭は、夫婦と子どもから成る核家族がそ

の46％の690万世帯、三世代家族がその63％の270万

世帯、計960万世帯て’ある（昭和60年「婦人労働の実

情．1）。また、単親世帯は、母子世帯72万1日滞、父子

世帯17万世帯で、約90万世帯て’ある（58年厚生省資

粕。従って、子どもの主に日中の家族生活や校外生

活に、親や家族がト分接しられない家庭が、核家族

の共働きと単親世帯の合計で’．約780万世帯（総世帯

数3、857万世帯の20％）ほどはあり、1世帯平均1．8

人の子どもとすると、おおまかに1，400万人の子ども

がこれに該当する。この子どもの数は、20歳未満の

人L13，50〔〕万人のほほ40％にあたる。

　とくにこうした問題が深刻な乳幼児に限ってみる

と、0～6歳入U1丁・万入中、上記の約40％を適用す

れば、40〔〕万人の乳幼児の問題になる。このうち、2

万3千の保育園が定員205万人、措置児童数174万人

で直接対応しているわけだが、59年の厚生省の通知

以後は、更に広く地域のこれら家庭を含む育児機能

の低ドに対応して、保育園は相談活動を広く試行し

始めるようになった。内容は主に電話．相談だが、な

かには豊永せつ子園長の行った、次のような面接相

談もある（以下園長の記録は「」で示す、，なお、前

記の統計でことわり書きのないものは、60年の厚生

省資料ないしそこからの計算である），、

　L相談面接以前の状況

　「’S君の家庭は母r子家庭で、両親はS君が2歳のと

き離婚した。その直後に入園してきたS君は、オド

オドとおとなの顔色をうかがい、消極的だった口

　入園直後の子どもの特徴は、それ以前の生活を移

しかえ転移していることが多いmおそらくS君は、

両親の不和、離婚に圧倒され、ただキョトキョト、

オドオドと不安な眼差しで両親を眺め、自分の居場

所もない思いだったのだろうaこの段階で、母親と

の相談と、それに基つくS君への配慮した処遇がな

されれば、以後の予防をできたのかもしれない。そ

の意味で、入園前後に面接や行動観察、心理テスト

などにより相談と処遇配慮のケースをチェックし、

早期にこれらを開始する必要があろう。ケースの親

r一のため、他の子どものため、そして園全体の健全

化のためにであるtt

　「その後、S君はやや積極性は出たものの、仲間づ

くりができず、無口な目立たない園児として、約4

年がすぎた．」



　園側のS君を安定させようとする、特別な配慮も

あったのた．ろうttすさまLい両親のいさかいに孤独

に追いやられていたS君も．ようやくに園になじん

で’、その共有領域に順応するようになった。おそら

く家庭生活でも、母親もそれなりに安定を回復して

きたのたろうが、母子ともに離婚前後のトラウマ（心

的外1初が癒やされないのか、母親の関心か就業そ

の他にあるのか、S君を支援する母子の共有領域が

十分でなく、S君に孤独の寂しさと防衛の影がある。

とかく目立たない園児は、主体的統合が弱く治りに

くいにもかかわらず、そのままにされがちだが、この

段階でも、母親の相談とS君への処遇配慮があれば、

以後の予防かできたのかもしれない、

　．ところか、年長組に進級したころから、急に行動

が柑暴になり、座りこんで泣き喚き、ときには乱暴

をはたらき、一転Lて放心状態になるなど、不安定

な行動がめだつようになったc」

　この急変は、S君の主体的統合ではどうにもなら

ぬ事態か発生している。園になければ、家庭で起こ

っている．．おそらく母親のため、家庭のために、孤

独な寂しさと防衛でじっと耐えてきたS君の努力を、

裏切り水泡に帰した、その内圧の爆発が園でも八つ

当たり的に投射され、一転していかんともしがたい

状況に、放心状態にもなるのであろう．旨園で’安定し

た他のfや親f・、保母との関係をみることが、なん

で自分だけはと、いっそうの激発を招くのかもしれ

ない．S君の危機、即刻手を打つ要がある、

2．S君母子との合同面接

　　　　　　　　　　　　　　　世界ノ〕児耐ヒ母性．

　i’園長は、S君母1’・を傷つけないように、全貝の個

人面談をやり、その．最後にS君．母．∫・との付H談面接を

試みた，その結果、S君の意外な側面が．即1戊1Lた

母親の男性が同棲しており、園で無L1なS君が、し

ばLば母親に1．1答えし、ふすまを破ったりしては、

戸外にしめ出されている事実．そのとき．団地中に

聞こえるような大声で『皆さん助けてください，お

母さんがボクをいじめます．！』「ご飯も食べさせてく

れません、ボクは死にそうですノ』などと叫び、近

所の評判になっている事実もつかむことかできた。

面接途中で雰囲気を和らげるべく、園長が『でもお

母さん好き？』とS君に尋ねると、言トにS君は『大

嫌い．ノ』と答えるなど、尋常ではない親］㌧の関係か．

浮き彫りにされてきた．．母親も、この『大嫌い！』

を聞いたときには、初めてボタボタと涙を流した．．

撞］長も、親とはとカ・、愛とはとカ㌦語リカ・（ナ、Jt’に

泣いた

　そのほか、母親の母親（祖剛も離婚されL母規

は幼いころから両親のいさかいの中で育ち、愛され

た憶えがない環境の中で．、寂しく暮らした経験をも

っていることも、その背景に潜んで．いたことがわか

った、，母親は「こんな話、したことがなかった　そ

のつも＋Jもなかった』と言い、『Sちs・ん、ごめんな

さい』と謝った，こうして2～3時間の面接を終え、

午後8時すぎ、母親は泣きながらS君をおんぶして

帰っていった、別れしなに園長は、この融けかかっ

たltl－J：関係を継続させる意味て，『Sちゃんに、本を

読んで．あげたら』、と声をかけ薦めた、

　S君には、男性やおtなへの不信もあった．．母親
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も、．子のS君も、そして園長も、ホンネでぶつかっ

た夕刻であり、母親の眼が、どんなことでもこの．fL

のことを、真剣に見よう、聴こう、対応しよっと、

初めてS君に注がれた面接であった。単に“集団に

入れない子”という保母の見方があったら、私が問

題の中に人れなかったら、このケースはどうなって

いたであろうか……」

　面接は、最初は単独面接から人り、当事者同．t’Jに

和解の可能性が生じてから合同面接に移行するのが

無難であるが、本ケースでは、園長が特別の相談で

はないという配慮をしつつ、しかし、なんとしてで

も利．1解させる、問題を解くという強い決心のもとに

合同面接がなされ、また、それだけ時聞もかけたの

であろうtt

　S君の家庭での状況は、まさに前述した悲憤の爆

発であり、訴えの叫びで’あろう。しかも、大声のな

かに．母の男性のことが浮かばないのは、父親への恐

怖が男性とダブっているのかもしれないが、それで

も大切な母と家庭を守りかばおうとしているのでは

ないだろうか（こグ）あたり、母親の自覚を促しても

よかった）ttまた、「大嫌い！』とS君が答えたのは、

本当は大好きになりたい母親が、自分をおいて他の

男性に走ってしまう、その行動への悲痛な非難、抗

議であ・ったろう。その必死な思いが、母親の胸を打

ち、園長の心をも射た、，母親は、初めてわが子の真

実な思いに出会い、共に泣く園長と共に、3人の共

有領域をえた。

　思えば、この母親も、心傷つき愛薄きなか、ひと

リ孤独の寂しさに歯をくいしばって育ってきた［tだ
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からこそ、結婚に過大な愛を求め、夫を束縛しすぎ

て捨てられたのであろうし、その空白のむなしさゆ

えに、更に男性を求めて遍歴しているのであろうtt

“ 人は愛されて愛を知るt’、親に愛されず飢えていた

この母親が、ひたすらに愛されることのみを求めて、

夫をも子をも真実に愛せなかったとしても、無理は

なかったように思える。また、おそらくS君の求め

や抗議に気づきつつも、これを無視、放置したのは、

この母親自身か同じような孤独の状況で耐えて’f’ど

も時代を過こ’した、その体験からわがr・もそれで育

つと．過信したためではないだろうか。

　いずれにしても、この母親の安．定化に必要・なのは、

男性にまさるとも劣らない人の愛であり、それは、

園長と今後のS君からえられてゆくものであろう．．

母了一と園長とのあいだに芽生えた3人の共有領域が、

園長の純愛を中心に育ち、母親も子も満たされて安

定化し、そこから、これも芽を出した母子か相互に

関心を寄せ、能動的に愛し合うことが、切にたくま

しく育っていってほしい．相談面接とは、人を非難

し批判することではなく、その人の身になり、その

人の人生に良かれかしと、祈る愛の迫真の表われ、

一
歩も引かぬホンネの支援なのて’ある。逆にいえぱ、

これだけのことをしてくれる人はめったにいないか

ら、当事者が胸を打たれ、響いて、よい変化を生じ

る、ともいえよう。

3．相談面接以後の状況

　「以後S君へは、園で．のタッチング、言葉かけ、よ

いところを見つけて褒める、責H：をもつことや役に



yつことをしたときは感謝の言菓を言うなど、職貝

全体で働きかけた．ttそれは、　S君の情緒の安定を図

るとともに、人間関係を大切にしながら、愛されて

いることの自覚をもたせようとの努力であった．

　しかし、．r・の愛し方を知らない母親の指導のほう

は、思うほどやさしくはなかった、愛と信頼とスキ

ンシ．tフ．の必要性も、深くは理解してくれない。男

性との問題に悩んでいる母親に、“継続はカな1㍗と

いくら諭しても、f・に対する関心はなおざりになっ

てしまう　それでも園長は、お迎えの帰リぎわに母

槻との対話のチャンスをのがさず、その日のS君の

すばらしかったところを必す褒め、S君の家庭での

変化を聞き、母親に子育ての喜ぴ．と自信を持たせる

よう、つとめたtこうして、数ヵ月の指導と観察が

続いた．

　そのうち、母親は次第にS君の変化を聞くのか楽

し．みになり、『今日はどうでした？』「あれから毎日

本を1冊．読んて’やっていますsなど、母親の顔に笑

みか戻・？てきた．、あい呼応するように、S君の顔に

も笑顔か絶えなくなったEそして、劇の主役にも選

ばれ、更には、小さなr・の面倒をよくみる立派な”年

長さん”にもなっていったのである．．

　卒；園式の謝恩会の席……S君の母親は、涙でク．’シ

ャグンヤになった顔のままマイクの前に立ち、沈黙

のまま一瞬かすぎた、やっとの思いで声にならない

声から発せられた言葉は、『特別にお世話になりまし

た　ありがとうござ．いました……tであった．職貝、

S’U　．この母親にだけ伝わる“赤い糸”が、そのn

は色濃くみえたような気かLた．、

　　　　　　　　　　　　　　　　世界の児魚と母M．

　一件落着のようにみえたS君親子であったが、学

竜保育（生活クラフー）入所の予続き忘れで、小学校

の放課後、誰もS君をみてくれる人かなかった．た

まりかねた母親が、保．育園に相談にこられたtt園で

は、その後のS君を見届けたい気持ちも手伝って、

S君を保育所〔園）で’みることにした、、S君が毎日持

参する母親手作りのお弁当とおやつに、S君が確実

に母親に愛されていることを確認できた、またS君

は、先輩として後寵の19i倒をよくみたリ、学校の話

を皆に聞かせたり、とても優しか・った，そんなS君

と保育園の話を聞いた卒園生のイ呆護．者か．、lt：．11り、S

君の学童保育入所・（定貝増）の運動かなされ、請願

書が市役所’に提出された．その後1ヵ月たち、S君

は学童保育への入所かでき、元気に通学している、．

　先1．1、母親に電話したところ、大変ド亭ぱ．れ「あれ

から頼もしくなり．今では私か叱られてぱかリ、し

っかりしなくちゃあ』と言っていた、、住居も祖母の

家の近くに移リ、今ではS君の成長をみるのか、祖

母の生きがいになっているとのことJ

　面接以後の全職貝をあげてのS君への働きかけ、

入学後の母親からの相1談と園でのS君の受入れ、学

童保育人所に関する卒園生の傑護者の運動とll∫役所

の対応など、いかにこの園長と保育園に対する、H

頃からの信頼と、感動の輪に成る協ノJかP～：いカh、驚

嘆させられる．それはまさに、単なる保育業への依

存と従事を脱Lた、自由なヒ体性強きひとりの人間

か、おのか身と立場と1剖囲を感fヒし生力・し合ってゆ

く、現代の奇跡のようにも思える。そうした日頃か

らの輪の小にS君母子がいたことが、実に幸いだ一，
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たし、かくてケースの成功ももたらされたのであろ

う。

　なお、面接以後、母親の好変化が容易に進まなか

ったのは、おそらく面接時の母親の変化が男性との

関係に微妙に影響し不安定化させ、母親が．F々に悩

み、男性の後追いもしたからであろう．このあたり、

“継続は力なり”で、面接を継続し、母親をより強

力にあの3人の共有領域に立たせ支えてゆきたかっ

た．男性よi；、こちらの共有領域のはうが魅力的で

あれば、母親は戻ってくる。その引っ張り合いの時

期でもあった。

　やがて、男性との問題も片付き整理され、また、

園長の3人の共有領域を育てようとする母親との対

話も蓄積されて、母親は子を中心とした共有領域に

立ちかえり、安定とゆとりを回復してS君に関心を

寄せ支援するようになった。閲での愛される自覚に

安定してきたS君の、ひとしおの喜びの笑顔、そし

てこうした家庭と園て’の愛の支援をバックとした意

欲と自信、かくて年．ドの子への能動的な愛すら、今

や示すようになったのであるtt母も子も、その共有

領域に安定し満たされると、長年恨んでもいたであ

ろう祖母をも受容できるゆとりができ、祖母に近づ

いて、その幸せに資する輪が広がってゆく　，．このあ

たりの母親の愛の追求と変化の経過を、今後の確実

な脱却と主体的再統合のために、面接で自覚させて

おきたい感じもする，

4．結び

　「このようなケースは、園の内外に数多く存在し、

それか適切な指導、助言、朴1談もないままに放置さ
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れ、非行等の温床になっていることも否めない。こ

うした状況の中、保育園長が園の管理のみに腐心し、

保育業に安住することは好ましいことではない、．今

後の保育園は、“地域の保育園t’という広い視点に立

ち、“地域の子育て”にも貢献すべきで’あろう、

　そうした観点から、最近“子・育てかけこみ寺”な

るものを開設した。園務のかたわら、日に何件もか

かってくるtt了・育てSOShの電話に対応するのは、

確かに骨が折れる、しかし、ここから教えられるこ

とも多く、それらの教訓を職員に紹介し、保育に役

立てることも可能となったが、そのことは、忙しさ

を補って余りある大きなメリ．・・トであった、

　そのほか当園では毎年、『乳幼児期がいかに大切か』

『母子関係の大切さ』などの映画の上映、父親育児

討論会、全園児個人面談、母親学級、親子泥饅頭大

会など、親子関係を深める集い、また、広く子育て

の関心を高める行事を行っているt．これらが、地域

の一般の方々にも喜ばれ、さまざまなことで“かけ

こみ寺”の役割の繁盛にも、つながっている．、」

　閲長の言われる通りであろう、相談はここでも、

日頃からの園内と地域にわたる啓発と、接触、コミ

ュ；ケーションの努力が、基盤として必要で’あるt．t

また、相談日体は、表面に起こっている問題を、す

　ぐにどうこうする対症療法よりは、その表面の背後

を洞察し、できる限りその子、その親との人生の共

有領域で、根本原因から治す根治療法の努力を、共

に重ねてゆくことである。壁にぶつかり効果が．．Lが

　らず、思い悩むこともあろうが、この人間としての

捨て身の愛のゆきつくところ、必ずや成果は一｝二がり、

無上の喜びのえられることは必定と思われる。
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保健室にみる現代の

子どもたちの問題
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D…1際基督教人こ学∬力教」受

ぷゐ

文

　はじめに

　中学・高佼生を、子どもと呼んでいいのて．あろう

か出刮嚇の変化1こ伴い、近年は思春期の始まり

の前傾化かみられ、身体発育の面では彼らは既に大

人の機能と人きさを十分に備えている．実際に彼ら

を巾純に∫・どもと呼ぶにはいささかの無理があるの

て．あるか、今日大人の社会は、彼らを容易に大人と

1呼は．ない現実かある　「子どもの心を読む」という特

集で．あるか、J’・どもたちの心を理解するには、　J’．ど

もたちだけを見ているのではおぼつかない　／・ども

たちが置かれている状況、その状況に彼らを置いて

いるわれわれ大人のありJJ、考え方そのものも見直

さなけれは「、f’どもたちの心を読むという大∫1：・栂

決Lてで’きないであろう．

　今の大人か作っている杜会の表舞台に、f’どもた

ちはほどよく乗れているのであろうか。そのことを

問いなから、f・どもたちの心を追いかけてみるこヒ

か大」9・であるように思う　学校の保健室は、そのよう

な視点でi・と’もたちの闇題を考える貴重な場てある．

子どもたちにとっての保健室

教師にとっての保健室

現代日本の学校におけるj’・どもたちの生活は、大

人の杜会を反映してか、廿ラリーマンのそれとよく

似ている　朝から夕方まで教科の授．業かび．しりと

話まリ、休憩時間はその合聞にほんの少ししかない．．．

一度校内に入れは、タノiまで校門を出る二Lは許さ

れず、ど’んな授業でも受けなくてはならない　進学

校では、詰め込みのため試験も多い．試験の結果が

よいほど評価が高く、悪ければ《客ちこほ．れ組ヒLて

置きぶりにされる．ストレスフルと言われる人人の

社会と何とよく似ていることであろ’〕か　息をつく

問もない忙しいスケジコ．一ル止活てある　すへてか．

決められ、その決められた’ヒ活にゴ・どもたちは皆東

らなけれは．ならない、その意味で「は、f・どもたちの

小活の戊ゴか．厳Lくゆとりか少ないかもしれない　わ

れわれ大人は、休憩したり、仕拮を休んだりという

ことにおいて、了・どもたちよりもはるかに多く主体

的な裁．ltl：か許されている　しかしf・どもたちの場合、

そのようなゆとりを得る主体的裁；11：の巾1引よ極めて映

い　r・どもたちにと．．ンてゆとりの権利は必ずしも保

障されてはいない　学校生活において、jtどもたt二j

か一人にな・．、て息をつく場、勝予なおしゃべリをす

る場そして時川は、次して保陪きれているとは言え

ないのである．」’・どもたちの心の相談をしていて分

．．・たことだが、学校において1’・どtJたちか一・人にな
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れ一息いれることのできる共通した場所のひとつは

トイレである。トイレほど幅広く共通しているとは

言えないが、保健室も子どもたちがくつろげる所と

認識する学校の中の数少ない場所のひとつである。

表1は、教室を初めとLた学校における様々な場所

の丁・どもたちにとっての意味づ．けを事例的に調べた

ものの中から、r一どもたちがくつろぎの場として位

置づけた二つを拾い出Lて、その内容を表にしたも

ので’ある。具体的イメージかつかめるように、r・ど

もたちの生の声を整理したものであるが、－1’・どもた

ちの保健室利用の本音にいくらか触れることができ

るのではなかろうか。そしてまた、このような場に憩

いと安堵を求めている現代の子どもたちの隠れた声

にわれわれは何を感ずることが出来るで’あろうかt．

〔表1〕生徒についての場所の意味’

ー
「
イ
レ

保
健
室

おしゃべりができる場。鏡かある，一人になれる。トイレ

／tトへ・一パーで遊べる、憩いの場．たま‘1場。タバコを吸

う場」お※i’を食べる所、，弁当を食べる所．教師を見張り

ながら好きな二とかできる．．U詞をつける所．髪をセ．ト

する所．

冬は暖かい、鏡かある。ほっとした‘）安心する、寝られる，

おし”bペリかできる．友人かいる．くつろげる場脈．教師

か規制に．二ない．サビオなどで遊べるtt教室て．ない場所

＊トヨク財団研究助成（s5．1125LI中丸他｜10S7’報告書より引用

　子どもたちのこのような声を知ってか知らすか、

他方で先生方の保健室に対する重要性の認識は、一

般的に極めて低いようである．．図1は、教師が抱く

学校内の重要な場所〃）重みつ．けを調査し、その結果

を小学校の保健室を基準にして円の大きさで表した

ものである。また一方で、子どもたちが憩いを求め

て集まる場であるから、ストレスフルな生活を強い

られている子どもたちに教育相談的援助を提供する
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機能を、保健室にもっと積極的にもたせるとよいとい

う主張がある。それに対して、これは中学校だけの

デ．一タで．あるが、表2に示されているような理由か

ら教師の間で’その考えに反対する意見が少なくない．

保健室に子どもたちの出人りが多くなり、そこがた

まり場化することに対する反対も強い．二とが分かる．．

子どもたちの保健室への憩いの求め、くつろぎの場

としての求めと、教師側の保健室のあり方やその機

能の重要性に対する認識との間にはかなりのずれが

あるようである，学校では、子どもたちの個人的な

ゆとりと憩いを得る要求、権利は、やはり大きくは

認められていないように思える、、

〔図1〕教師による保健室重要度の認識’

小

学

校

中
学
校

高

校

敦　宝 グランド

＊トヨタ財［』」釧．究助成‘85．1ト251．中1し　iLlし11Vs7：．操：1「II「．tりiJ［用

〔表2〕中学校における保健室での

　　教育相談活動に積極的でない理由＊

理　　由 学校数

保健室は教育相談活動を行う所ではないとの考えから 71校（34．3％‘

たま　1）場になりやすいから 133楓64．3知

養護教諭か消極的であるから 26校｛12．6％｝

養護教諭の経験か少ないから 56校ほ7％1

その他 輯釣20，3％）

ら広島県也教育センクー調べfl！IB41、複数回答による．

　トヨタ財団研究助成（額．ll・LVE1）中丸他11987はり引用



　保健室利用の現代的特徴

　図2は、ある公立普通科高校の年間保健室利用状

況を小したもので．ある一

　特徴は、利用理由の7割近くが内手：i・的なものであ

るということである　かつては外科的理由による利

用か主流であった．、．保健宅をたまり場にしたくない

と．．ヒ張する教師は、かつてのその傾向を引き合いに

出して、外科的利用と応急処置のための保健室の消

極的なあリノ∫を説いたりするようである。にもかか

わらす、現実は、内科的訴えで来訪する生徒が増加

していることが広く認められつつある．ところで．図

2の基礎データをみると、保健室の1人当た））の年

閲利用回数の’ド均は2．2回、1日の利用者は平均13∧、

となっていた．，これが果たして、生徒たちの保健室

利用の実情であろうかttlH平均利用者が13人とは

あまりに非現実的と思わi．したので、同じ学校の1日

の保健室オミ訪者を全員調査し、整理してみた、．図2

に雪Z理された以外の埋由で来訪する生徒も合わせて

〔図2〕保健室利用状況一脂肉，泊．はり一

　　　）宇
．1函　｛．t1～．tj　｛セ　、　　±L， F学　 ．　イ　」　岳 数　1

　
，　31 ト
（
ト　’、　 1　…）剖　 1　－　： 9ti：J　」　／S　

■

す，1場・u川喝

打授　155人

　5．8ン

つΣ栴1、17人

　．5．5％

ね！Ui！114’t

筋肉・

闇祈）Jifl　su人

そハ他

1」Hliを含む．

そv／他巳3人

　　4h”’e

．4．3％

、2．“％．．

177tL

’ti．6％ノ

217ノ、

1呂．1／，‘

　　　　胃・腹痛
　　　　　555人
　　　　120，8％）

縦 魯ウ

　数
z酒Tu人

頭痛

2s6　x　　　　306人
tle．7％）　　（11．5％｝

＊・1・’ril］PH、卜逃け．」btを・’声‘くしr：fヒ『したち’よ1，，“i十1

気分か悪い

柑．界の児鼠．と　18性

みると、1日の保健室来訪生徒は、何と161名にもな

ったttその利用理由の内訳が表3である、図2の資

料のような従来の統計資料には乗らない小さな傷、

病気かもしれないといった訴えをもってやって来る

∫・ども、病気や身体へのこだわりを見せ、熱を洞っ

たリ、身長、．体重、血圧を測リに来る1「・ども、ある

いはそれらの測定はほんのLI実で、行き場所、居・場

所なく保健室にたむろするf：ども、傷病記録には乗

らないf’どもたちの来訪か何と多いかという二とに

気つかれようt．このような現実の状況をどう読むか

ということによって、われわれ大人あるいは教育者

側」の態度や姿勢も変わって米る，たまり場反対説を

唱え、．f’どもたちを保健室から追い出す教帥は、本

来の目的ではない理lhで保健室か利用され、それに

　　　　　　　　　　　　　シよって学校の規律が乱れると壬：張する、それも一理

ある．．一理あるというよtJ　．今nの学校のあり戊∫のi三

流とい’〕か強い流れが規律や規範の追：｝ミにあるよう

であるから当然の主張なのかもしれない．それに対

〔表3〕ある日の保健室利用状況’

番．号・ 利用内『容 人数

1
病気・けかの処済，休養 27人

z 養ぷ敦ぷ…会活を交わすか、㌃いしは頗を見せに（る 〕5ノ、

：
〉 自発的に身1セ・体亜・視，」血！1．力瑚定戸かい、つめきりなヒ’ 19ノ＼

4
体育見学のチ．’ク 12人

5
保健指噂使r川．llK 尽人

6 ．遅刻Lて」儂業ブ．，区：切りまでぴ’つ 3’、

7
保健委uン）il《励 11ノ、

R 来訪嵩’の｛・1き添い 27人

9 友だちべ・落とし物を探1．に 2人

lu その他，来室の埋川かは　きりヒつ．〃・め6’カ・．た者 ：〕7人

＊・ト汁‘lysdl’ψ』け．1“｛／，｛lI」’：r．と’もたち』よりljりil
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して、保健室に一r一どもたちがたむろすることを積極

的に受けとめようとする養護教諭の立場もある。こ

のような二つの相対する立場が．表れると、しばしば

どちらが正しいかの論争になってしまうが、この場

合論争にのみ走ることは問題であろう，どちらが正

しいかの「べき論争」に入ることによって、大事な

ものを見落とし、扱い落とすことになるからであるe

つまりそこでしばしば肝心の子どもたちが宙に浮い

てしまうことが起こるのである。対応策のべき論に

人る前に、子どもたちに外科的訴えよリ内科的訴え

が増加していることに加え、明瞭な用事がある訳で

もなく保健室をくつろぎの場として、立ち寄りの場

として利用する子どもたちが増えている現実をわれ

われはどう理解し、何を感ずるのかが重要であろう．

そこに子どもの心を読むという難しい作業のわれわ

れの第一歩ともいうべき姿勢があるように思われる。

　子どもたちの心への接近

　さてわれわれ大人の忙しいゆとりのない生活を振

り返って、先の子どもたちのトイレの利用に思いを

連ねてみるとどうであろう，われわれ大人の貧しい

ストレス対応法と実に似かよっているのて’はなかろ

うか。OLやサラリー一マンのお父さんも、そして主

婦も、トイレのほんの一時にしか自分に帰れないそ

んな生活に覚えはないであろうかttr一どもたちの傷

病的訴えに、外科的なものより内科的なものが7対

3の割になるほどに増加していることも興味深い。

これも、大人社会のストレス反応としての内科的訴

えの増加と．並行した現象ととらえることに大きな無

理はないであろう。われわれ自身のゆとりのない生

活に思いをはせる時初めて、子どもたちのゆとりの

10

ない生活の心の重さを実感出来るわれわれの心の準

備が出来ることになるのではなかろうかttわれわれ

大人は、子・どもたち本来のあリ方、子どもたちの中

で起こっている人間としての自然な営みに十分に目

を向けるゆとりを持つことなく、大人たち自身がス

トレスフルに感じている社会スケジュールにそのま

ま子どもたちを乗せているのではなかろうか。子ど

もたちの心に接近するためには、まずそのようなわ

れわれ自身か生きている足下から見直していく必要

があるように思うのである。

　青年期が始まる思春期は、人の生涯で生物学的変

化の極めて著しい二つのil寺期のうちのひとつであるn

もうひとつは、O～2歳ころまでの早期幼児期の時

代であるが、いずれの場合も変化の急進性に大きな

特徴がある一）言うまでもなく急激な変化にさらされ

るシステムは、内的整合性と外的世界との相互関係

における一貫性つまリアイデンティティの保持を脅

かされ、不安定な状態になる。つまリシステムとし

ては非常に傷つき易くこわれ易い状態になるのであ

る．。それが早期幼児期の場合は、そのこわれ易さ傷

つき易さに対して多くの大人たちの目が向けられる。

そのこわれ易さの理解が容易に出来るからであり、

また何より幼児の愛らしさが大人の目を引きつける

強い力になるからで’あろう。ところが思春期、青年

期のf’どもたちの不安定さは、身体的以．ヒに心理学

的性質が強いため、外からだけで．は理解し難く、理

解する側の動機づけと努力が必要とされる。無論、

子どもらしさから脱却するもがきの中にいる彼らに

は、早期幼児期の場合のような愛らしさの対人魅力

的接着剤もない。彼らは、一人で孤独感を基底に持

ちながら、その傷つき易さこわれ易さの不安に悩む。



悩むことの出来るjtどもは、健康なr一どもである、．

悩みなから自分の内面の世界を広げ強め、豊かにす

ることが出来るからである．周囲にいるわれわれか、

そのような彼らに役立とうとするならば、彼らの悩

みに参加しようとすることである、参加することを

拒β言して、彼らが悩むことにふたをし過ぎてしまう

失敗をわれわれはよくやるようである．「悩むな、今

は悩まないで受験勉強を」という形で、彼らを一・人

で悩む所に封じ込めたり、置き去りにしたりする誤ち

を犯さないようにしたいものであるT不安定な状況

下で悩むということは、極めて現実的な適応的なこ

とであることを心にとめておきたいものである。悩

みに参加してくれる信頼のできる他者を持ち得す、

健康に悩める機会を逸する青年は、不安定さを悩み

つつ安定化の道を探る成長のための王道からはすれ

てしまい、不安定さを身体で表す身体化の道を辿り

始めたり、現実感を超える行動で表す行動化の道を

辿り始めると理解して、大きな誤ちはないで’あろう

前者の身体化の道を取る傾向の増大化か、保健室利

用の内｝柏二1理由の増大化に関係が深いで’あろう，、後

者の行動化の道が、反社会的行動や、家庭内での暴

力あるいはrl殺といった子どもたちの不安定さに対

する孤｛虫な反応と埋解されるであろう．t興味深いの

は、’i、i者らの著書（小谷1986）に事例によ’．て示され

ているように、これらの思春期、青年期のr・どもた

ちの不安定さにk“．する反応は、問題か．まだ大きくな

っていない時点で、目立たないけれども何らかの形

での保健室斗ξ訪に表れていることが少なくないとい

う点である．前者の身体化か様々な形ての内科自二」訴

えで．RさtL、後者の行動化を表わすr一どもたちか教

宗からエスケー7．し保健室にたむろするので．ある．

世界の児竜と時性

いずれにしても、孤独な思春期、青年期の子どもた

ちが、｝二1分の中だけでは悩み切れず、理解者を求め

て得られず、身体であるいは社会的規範からはずれ

た行為によって助けを求めている，その訴えの場と

して保健室は学校内における…‘t重な場にな一っている

と言えるようて．ある．そのr・どもたちの心に接近す

るには、眺めているのては足りない　f’・どもたちの

泣き笑いに、そして了・どもたちの会話に更に活動に、

われわれ大人は参加する道を探さなければならない．、

現代のストレスフ’しな社会生活、学校生活を担って

いる．’人としての痛みを実感しなから、∫・どもたち

の生活に参加し、共に体験する営みの中で初めて彼

らの心に近つくということが可能になるのではなか

ろっか．

　おわりに

　i：どもの心を読むという特集であ・一，た　LかL流

むという姿勢は、　し｛よしIS“　d，．）tL）．．）れを11兆めゾ）位：i㍑に

置き、こちらの価1直観て相r：を枠つけ、切り刻むこ

とに終わらせてLまう危険性も有している　’心を読

むと言うより、心を感ヒる，感じることか鮒しけれ

ば、共にいるヒいうこと．．rどもたちの心の分らな

い部分を、無理に分ろうとして彼らの心をバラバラ

にLてしまうよりも、分らないままてそのまま彼ら

を受け止めること．それか共にいる二とで．あり、感

しる二とになリ、更に彼らの心に近っく二とになる

ので．はなかろうか．t中・高校生の占年lt月の心に接．近

する鍵は、彼らを眺めることではなく彼らの体験に

参｝川するニヒである．彼らの’kきている聯台に、前

気をもってわれわれもト．がってみるこヒで．あろう．．

＊’」［：m婦｝　」トr’英t嗣　1’lbsti甚1りじを’）．ミLf：「llしノ・r．卜1は1η院
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特集・子どもの心を読む

小児虐待をめぐって

L」うしL，bLいち庄　　司　　順　　一

都立母子保健院心理指導員

　親がわか子に暴力をふるい、子どもの心身にしば

しば永続的な障害・を残すような傷を負わせ、子ども

が死亡してしまうことも稀れではない　　このよう

な小児虐待は、虐待を受けた子どもの悲惨な状態の

ゆえに、また親が自分の子へ暴力をふるうという理

不尽さのゆえに、更にはその処遇の困難さのゆえに、

関係者は心を痛め、注目する。

　小児虐待は、欧米では既に大きな社会問題となっ

ており、例えば米国では、年問数万ないし数10万の

小児が虐待〔性的虐待を含むりを受けているともい

表1　事例の概要

われている　わが国では、］970年頃から事例の報告

がなされ、最近全国規模の調査が行われるようにな

ってきて、その実態が明らかになりつつある（本誌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ll／
第22号内藤和美氏の論文を参照のこと）。池田由子氏

は、最近の調査結果をもとに、わが国では年間約1．000

件の小児虐待が発生していると推定している。

　ここで．は、筆者が経験した事例もふまえて、小児

虐待の特徴を述べ、親子関係の不調の典型で’ある虐

待を通して、∫・どもの発達に及ぼす親t’・関係の影響

について考えたい．，

事　例
1 2 3 4

入院時年齢

虐待の型

4ヵ月

身体的暴行

L歳1ヵ月
保護の怠慢

1歳7ヵ月

心理的虐待

身体的暴行

2歳6ヵ月
心理的1窪待

上な所見
多発骨折

脳挫傷

発育不良

内出［lll

無表情

人への恐れ

発育不良

内出血

過食

無表情

常同姿勢

発育不良

過食

無表情

常同姿勢

母r・分離
あり

未熟児室
なし

あり

未熟児室

乳児院

あり

未熟児室

　1．小児虐待の事例

　表1は、筆者が経験した事

例のうち．川1害者か実母のも

の4例である。事例1～3は

概略を記すにとどめ、事例4

はやや詳しく述べよう。

　事例1生後2ヵ｝・1のとき、

ぐったりしているということ

で某病院に緊急入院。検査に

より、新旧の骨折がユ0数ヵ所

あり、またCTスキャンにて
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脳挫傷の跡と思われる徴候が認められた、．その後、

児の状態は安定したが、家庭へかえすことは適当で

ないと判断され、生後4ヵ月のときに乳児院に入院

となった．，母親は本児出産後いらいらすることか多

かったという．本児は未熟児であり、未熟児室を退

院したのは，k後1h月すぎで、退院後の1が1問に、

母親から強くたたかれることが時々あった。

　母親は、何をいっても「はいはい」と調子よかっ

たか、表面的で中身が伴っていないように感tられ

た，，父親は、仕事中心で、母親の状態について深刻

には感じていないようだった。

　2歳のとき、自宅に外泊させたときも特に問題は

認められないことを確認した上で、本児は自宅に引

き取られた、本児は、保育園に入園するとともに．

定期的にフtローしている．

　事例2　吻親とも知的能力が低く、育児能力に欠

け、栄養・刺激とも不卜分なために、本児の発達か

遅滞Lていることが発見され、1歳1ヵ月のとき乳

児院へ入院してきた．そのときの心身の発達状況は

3～6h月程度であった．特徴的なことは、大人が

声をかけたり、近づいていくと、手背で目を覆う、

人を恐れるかのような反応を示したことで．ある、、こ

の反応は．担当保育者を識別し、甘えたり、あとを

追・．，たりするようになるにつれて消失した。両親は

而会には来たが、本児は3・・waで養護施設へ移った．

　事例3　本児は1歳7ヵ月のとき、保健婦から家

庭の詞固気と児の様子かおかしいとの連絡を受け、

母児に来院Lてもらった一以前、乳児院にいたか、

その頃は、大柄なおっとりした感じのr・どもで．あ「，

た、，会ってみると以前よりやせており、表情はけわ

世界の児童とF9性

しく、母幌が叱るとその場に立ちつくしたままにな

ることが観察された．母親が席をはすすと．表情はや

わらいだ。母親自身も、本児といるといらいらする

と述べた、母親は、本児の過食、11ヒると半Hでも同

じ場所にiZったままでいることを訴え、これらのこ

とが母親をいっそういらだたせた．このような状態

から、虐待か疑われたので、画親を説得して、保育

園に入園するまでということて．、乳児院に入院する

二とになった。

　本児は、乳児院には速やかに適応し、食事も出さ

れただけで満足し、表情も明るく、発語も多くなり、

立ちつくすこともみられなくなった，t体重も急速に

増1川した（図1）。而会にきた母親は、「こんなに．よく

しK’べるのか」と驚いていた．，

　4ヵり後に保育園人園が決まり、退院とな・，た．

退院後，保健婦に家庭訪問を依頼し、当院でもフt

ローしていたか、母親は次第に来院しなくなリ、つ

いには連絡をとることさえ拒否した．

　イ埠己が・4歳になったとき、母親から本児とうまく

いかないので相談にのってほしいと連絡かはいリ、

面接をすると、再び以前のような状態になっていた．．

その後、心理相談を継続中であるt．

　事例4　本児は、双生児の妹に比べて、成長・発

達の遅滞が著しく、愛情不足であったというla親の

訴えから、デプリベーシ．ヨン暖情剥㊥に．よる小

人症か疑われ、　2歳6ヵ月のとき、母」㌘分離を兼ね

て、粘在のために入院してきた．．

　家族は、父、母、VLI、本児と双生児の妹の5人家

族，父は会杜貝であ・t）たが、おとなしく、あまリLl

分のr，一えを主張て．きない人のように思われた．．母は
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きつい感じのする人で、家では主導権をとっている

ように思われた。

　母は、もともと子どもは嫌いで．あり、これまで中

絶を何回も経験していた。本児らを妊娠したときも

中絶を考えたという。双生児で．あることがわかった

のは臨月になってからであり、すごいショックを受

けたといっ。

　本児は、妹とともに、二卵性双生児として出生し

た。妹は体重が2，500g以上あったために1週閲で母

親とともに退院し、母乳で育てられ、母乳は2歳まで

与えられた。これに対し、本児は出生体重が約2、OOO

gと小さかったために、出生の翌日、別の産院の未

熟児室へ転送され、2ヵ月半入院していた。その囹、

母親は一度も面会にいかなかった．、退院後は、ほと

んどミルクで育てた。

　母親は、出生直後の両児をみて、そのときから妹

の方をかわいいと感じ、本児が転送されても不安を

感じなかった。その後も、本児に対しては愛情を感

じす、自分が生んだのだからと義務的に最低限の世

話をしていたといっ。

　入院までの経過としては、本児の発育・発達が遅

れているために、保健婦が訪問したところ、．母親は

「この子に愛情がもてない。この子が汚らわしくて

しかたがない［tどこか施設へ入れたい」と、吐きす

9
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てるように述べた．．保健婦は、訪問を継続し、母親

の訴えを聞くようにつとめ、母親も母子分離を兼ね

た精査のための入院の必要なことを納得した。

　入院時、母親は、「この子は私のいやがることをす

るように思える、かわいく思えないので’、そう感じ

るのだろうか」「ロボ．・・トのようでかわいくなV㌔食

べたいのに、「食べなさい』というまで食べようとしな

いで．、妹のJj’を見ながら待っている」と述べている．

　入院時の本児の状態は、身体発育不良発三圭遅滞、

広汎なオムツカプレ、他動的に体を動かすとその姿

勢を持続するカタレプシー様の症状がみられた。表

情に乏しく、意欲・自発性に欠け、発達検査では、

11－15ヵ月相当であった。

　人院後1週間くらいで、新しい環境にも慣れ、周

囲に関心を小すようになり、表情も明るくなり、カ

タレフ．シー様症状もみられなくなった。次第に発語

も多くなリ、白発性もでてきて、面会にきた他児の

親に笑いかけるなど、著しい改善がみられた。

　母親も、本児の入院という母f’分離の経験を通し

て、本児に対する態度に変化かみられ、本児を引き

とって育てたいという強い希望が出された。そのた

めに、外来での面接を行うことを約束して、入院2

ヵ月で．本児は家庭iに戻った．

　退院後しは．らくは、面接にきて、「愛情があるとは

いえないが、かわいくなってきた」「あまり叱ること

がなくなった」「家の中が明るくなった」と述べてい

た、Lかし、次第に面接をキャンセルすることが多

くなった．．．保健婦と家庭訪問Lたとき、父親は既に

家出していた、母親は本児がおかしいと述べ、「私の

おしりに顔をおしつけてくる1などといった。更に

田．界の児竜ヒN性

「このf’といると、私がこのfに何をしてしまうか

わからない」と、再び虐待の恐れかあることを述べ

た、その後、自ら児童相談所へいき、本児は養護施

設へ預けられることになった。

　2．虐待をする親の子どものとらえ方

　それにしても、なぜわがr一を虐待するので．あろう

か．。

　その原因には、いくつかの要因が複雑に絡みあ．っ

ているであろうし、その絡みあいtjは事例ごとに違

ってもいるだろう．，しかし、ある程度共通すること

を考えることもでーきようtt

　ltL待をする親に出会うと、しばしば、そのf・ども

を拒否・嫌悪する感情の強さに圧倒されてしまう、、

事例4の母親は1．この子に愛情かもてない．．この”f’

が汚らわしくてしかたかない」といった．事例3の

母親は1このf’がハシをつけた1｜ILからは、私は食べ

る気がしない」と述べた．このような感情はどこか

らくるのであろうか。

　虐待をする親は、本∧、自身かその親から愛されて

育ったという経験をもっていないことかLばしは弓旨

摘される．，そのような人は、自分や他者への信頼感

をもちえないだろう．従って、自らも精神的に不安

定で’あるし、他者と安定した関係ももちにくい、、虐

待する入は、r・どもと親和的で安定した関係がもて

ないのみならず、夫婦関係も相）『的て．あることは少

なく、しばしば一δが支配的であリ、近隣の人とも

よい関係をもちにくい，白らの親やきょうた．いとも

疎遠であリ、近隣から孤立しており、治療者・援助

者との関係も成立しにくい．．
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　子どもとの関係でいえば、「私のいやがることをす

る」「この子はおかしい」〔事例4）、「私をにらむ」

嘩例3）などのように、子どもを悪意あるものと

してとらえることがしばしばあるttこれは、むしろ

母親の拒否・嫌悪の感情をいわば投影しているとい

えよう。更に、親の虐待行為の結果に対する子ども

の反応（立ちつくす、にらみ返す）が、親のいらだ

ちをいっそう強めるという悪循環になっていく．

　虐待は、生まれたすべての子になされるとは限ら

ない，筆者の経験でも、きょうだいの中の特定の．r・

が対象となることの方が多い。そのような場合、他

の子どもには、たとえ多少の問題があるにせよ、明

らかな拒否や虐待行為は向けられないrtそうである

ならば、親とその子との関係を考えなければならな

いだろう。例えば、未熟児室や施設への人院による

母子分離の体験は母子関係の形成に支障をきたし、

発達遅滞や慢性疾患等は母親の育児の負担を増し、

よく泣く、なだめにくい、過敏、頑固などの「育て

にくい」特徴は母親に子どもに対するネガティブな

感情を引き出す。もちろん、これらの要因があって

もふつうはよい母子関係を形成しているので’、前述

の親自身に関する要因や後述の家庭状況の要因と併

せて考えなければならない。

　虐待が発生するには、夫婦の不和や経済的困難な

ど、家庭がストレスフルな状況にあることも関係し

ている。生活上のさまざまな不満が、r・どもに向け

られるのである。更に、夫は仕事中心であったり、

弱く、母親の負担を軽減し、サポートするという点

でも、また母親の虐待行為を防止するという点でも

不卜分であることが多い。虐待の加害者が父親の場
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合にも同じことがいえる。前述のように、子どもを

虐待する家庭は、実家や近隣との交流が乏しく、孤

立している。こうしたことも、虐待を防止すること

を困難にしている。

　虐待の発生には、これらの要因が、事例ごとにそ

れぞれの重みに違いはあるにせよ、絡みあっている

といえるだろう。被虐待児の家族は、もっとも多く

の、あるいはもっとも多面的な援助を必要としてい

る家族といえよう。もちろん、個々の事例によって

必要とする援助の内容は異なっているが、児童相談

所、福祉事務所、保健所、病院、乳児院・養護施設な

どが連携をとりながら、家族がかかえている問題に

ついて、具体的に援助していくことが必要であろう。

　3．おわりに

　病院や施設に入所させると、つまり保護的な環境

に移すと、虐待を受けていた子どもは比較的短期間

のうちに、表情は明るくなり、生き生きとしてきて、

周囲の人やものと積極的にかかわるようになり、発

語も多くなる。過食や常同姿勢はみられなくなり、

しは’しば、体重や身長も急速に増大する。そのよっ

な事例を経験するにつけ、それまでの家庭環境が子

どもの心身にどんなに大きな影響を与えていたのか、

また入院後の変化からは、保護的・親和的な環境で

あること、つまり子どもに．安心感・安全感を与える

ことができる環境であることが、何よりも必要なこ

とが痛感される．，

＊k献
Φ池田由r．「．児童r担待」中公新書1中央公論社）　ILjS7，

②内模和窯ほか「虐待・愛情糾奪‘ト例の扱いについて．第34回H乍小児保

健学会ξ先）寅集E－u．1987．
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特集・子どもの心を読む

親の成長と子どもの適応

す　　　　　　㌧．カ・　　　　　あさ

須　　永　　暁

大．妻女r大学助手

一J一

　はじめに

　登校拒否児といわれる子どもの問題は、自主性の

発達の遅れに原因かあることは、既に知られているc

しかし、f・どもの自主性の発達が、なぜ’遅れている

かについては、母親の育て方が悪いといわれている

のみで、なぜ、育て方が悪いのか一といった、も

う一．一段深いところにまでは、原因を求めようとしな

いことが多い．tその点に関Lて、子ども3人が登校

拒否となり、当大学の相談室に来室した母親Aの事

例では、母親自身が抱えている潜在的な問題が、3

世代あるいは4世代にわたって培われていることか

非常に顕著に相談の中で表現されていた．，この母親

Aの1馴列を通して、なぜ、育て方が悪かったのか、

母親自身が抱えている潜在的な問題、そして、母親

の成長とr一どもとの関係について考えていきたい．．

　母親Aの事例

　母親Aは、昭和59年3月、長男K（当時、小学5

年生1の登校拒否を主訴として来室した。家族構成

iま、　ie親A（37歳｝、　夫（41歳）、　長〔男K、　長女」　　（ノト

学3年生）、次男Y（幼維園年1†1）の5人家族である、

主訴は、長男Kの《搬拒否であったが、長．ix　Jの登

校時に頻繁に起こる腹痛、及び次男Yの吃舟：につい

ての相談も受けることになった．．母親Aの相1淡頻度

は週1回とし、子どもたちのうち長男Kは週1回、

長女Jと次男Yは、2週に1回、遊戯療法を行．．’た．

　母親Aは、柑談開始当初に、長男Kの乳幼児期に、

ヒXテリ．・クに大声で．どなったり、物を投けつけた

りし、やがて子どもに問題が生じるのではないかと

不安・に思いなか．らも、日分の行動を止める二とがて’

きなかったこと、Kか弟とけんかをした時などに、

興奮すると意識か．喪失したり、「神様が学校に行けと

言う」　「悪魔が来る．！」とこわがるので、「小きい時

に、精神的虐待を与えたから、精神病にな・．、てしま

った」と悩んだことを話し、自分の育て方か．悪かっ

たから、子どもが問題を起こしているという自責の

念が強く、当初、非常に疲れた表儲と乱れた髪が印

象的であった．

　相談開始後2ヵ月頃には、相談時間のΨ・分程をr｜

分の成育史について語リ、「自分は、5人姉妹の一番

ヒで、誰にも心配をかけないr一どもだった、，中学3

年生まで夜尿かあった．、学生時代は、神経質になる

くらいによく勉強しないと気か済まなかった．、その

頃にも、うつうつとなる状態かあり、現在も3－4
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日に1回はその状態になる。1日経てば、しゃんと

するけれど、うつ状態になると、いつも甘いものを

たくさん食べて気をまぎらわしていた。夫とは見合

い結婚で’、結婚して以来12年間、夫に対して自由に

自分を表現したことが一度もない。いつも夫をこわ

いと思っていた。結婚してから1年閲に50～60回く

らい、原因不明の発熱があった。たぶん、子育てや

家事などを自分一人でやらなければならなかったか

らだと思う。しかも、発熱していることを、母親に

知っていてもらいたかった。母親からは、毎日電話

がきていたし、自分もそれを心待ちにしていた。こ

うした自分の殻から脱けたい、今、子どものことよ

りも、自分のことをどう処理していいかわからないL．

子どもが登校拒否になってはじめて、自分が親離れ

していないことに気づいた。」と語っている。自分の

親子関係、夫婦関係をみつめ直している。

　相談開始後3ヵ月頃、母親Aは「ひとりになりた

い．夫も嫌．半分ノイ・一ゼ状態．自分の母親に『も

う、私にかまわないでjと言ったら、『わかった。わ

かった』と言ってはいたが、何もわかってくれてい

ない。母親に憎しみを持ってしまった。今、やっと

反抗期みたい。夫もちっとも協力してくれない。」と

母親に対する攻撃と、夫に対する不満が強く表現さ

れている。

　相談開始後6ヵ月頃、母親Aは夫にあてて、離婚

　されてもいいという思いで、今までの夫に対する不

満や思いを手紙に書き、「今まで100％自分のせいだ

　とばかり思ってきた。でも、夫にも考えてもらわな

　ければならないところがあるのではないかと思った。」

　と語っている。その手紙を、夫は大切に受けとめ、

少しずつではあるが、協力するようになる。

　相談開始後8ヵ月頃、「自分が変わってきた。3入

も子どもが登校拒否をしているのに、こんなに明る

くていいのか。私の明るさが、子どもたちにも伝わ

ったらいい。3年前から私はrfll尿があり、いくらク

スリを飲んでも治らなかったのに、明るくなって生

きるのが嫌じゃなくなったからか、気づいてみたら

治っていた。」と語っている。この頃の母親は、確か

に表情が明るくなり、急にきれいになったというEl】

象を持っている。

　相談開始後1年頃、「自分の母親を、ずっと素晴ら

しい人と思って尊敬してきたが、ただの生まじめな

人。母親に頼りたくなるから早く死んでくれればい

V㌔昔は、もし、母親が死んだら、私は発狂してし

まうと思っていたのに。人に頼る人生を退職したいv

子どものことも自分が何とかしなくちゃ、と初めて

paLlった。」と語り、自分の母親から自立したい思いと、

自立できない自分との間で葛藤を繰り返している。

　相談開始後1年10ヵ月頃、「とても楽になったeJ

の父母の忘年会で担任の先生にお酌をした。こんな

ことは初めて。親戚にさえもで’きなかったことなの

に。とても楽しかった。夫の前でぴ．くびくしなくな

った。」と語り、この頃から、好きなダンス教室に通

　うようになる。また、「今、自分で考えていることが

あって、それをひとりで考えたいので今日はカウン

セリングは、お休みします。」ということが何回かあ

　る。自分に自信が持てるようになってきている。

　　相談開始後2年頃、「夫との間が、10年前に比べる

　とずっと良くなっている。ふと気づいたら、自分の

　母親から離れてきているみたい。親離れしなきゃい
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けないとも思わなくなった。いらいらしたら、甘い

ものをたくさん食べてもいいし、落ち込んでもいい

と思えるtt」と、今まで舎定的にみてきた自分を受容

できるようになる、

　相談開始後3年頃、「私の父の家は、父の祖母がヒ

ステ‘1一を起こす人で、父の母、父の妹たちが3人

いて、この伯母たちのFどもが3人も自殺している、

そういう中へ、自分の母親は嫁いできて、あくまで

も、父なりの気配り。その父も祖父が亡くなつたと

たん、あんなに真面目だったのにがらっと変わって、

浮気して。母親の気持ちを考えると一。だかD，、

母親は∫・どもに気持ちがいったのかな、考えてみる

と、母親は、私に一・番頼っていたのかもしれないttt．」

と、自分の母親を受容できるようになるD

　相談開始後3年4ヵ月頃、「母親のすることが、い

ちいち気になっていらいらしたのは自分かそれだけ

影響されやすかったから。大きな母親への依存とい

う課題かふっきれたみたい、最近、子どもに「すう

ずう’ しくな・った』と言われる。他人のee　Uも、すっ

と言ってはいけないことと思っていたのに。前は誰

かとうまくいかなくなると、一刻も早く仲直りしな

けれぱ．と思っていたけれど、今は「まあ、いいや」

と思える．、．1と、自分の母親との関係も客観的にみら

れるようになり、他人との人間関係に対しても自信

を持って、ゆとりのある対応ができるようになる

現在、母親Aは、表情かとても生き生きとL、毎回

の相談で・．・つひとつ自分をみつめていくことを楽し

みにしている．、

　ここで、1ψ親Aの相談過程を振り返ってみると、

相談開始当初は、自責の念が強く、自分の問題とし

世界め1尼童と母灼

て、自分自身の成育史を振り返っていくうちに、自

分の母親とのかかわりに疑問を持ち、親離れしてい

ない自分に気づくと同時に、母親に対する攻撃が始

まるt一つまリ、母親Aの初めての反抗期となった。

その間、夫への不満も表現できるようになり、夫婦

関係か改善される．，その後、次第に、自己受容でき

る部分が表われ、自分の母親に対しての葛藤を繰り

返し、攻撃と受容の聞を行きつ戻リつしなから、自

分の母親をも受容できるようになる．jA　・fl：は、母親

に対する攻撃はほとんどなく、母親、夫、∫・どもた

ち．自分自身に対して、受容できる剖1分が広がって

きている、、

　このような母親Aの成長〔変容）に対．して、3人

のチどもたちも、それぞれ白分のペースで成長して

いる、．

　長男Kは、相談開始当初、自分の気持ちを他人に

伝えることが非常に1｛ii；手であり、うなされたり、意

識を失ったりすることか頻繁にみられたか、熱中で

きる「釣り」や「ラジオからの音楽のダビング1を

通して、いつの間にか症状が消失し、相談開始後1

年頃には、母親Aにうなされたりしたことを1． あれ

ね、わざとやっていたこともあったんだよ．：」と、話

せるようにまて．成長した、小学校は1年留年し、登

校しないままに卒業した、．現在も依然として登校は

開始していないか、中学i年に在籍し、母親との密

着した関係から自立へと向かい、釣リを通して得ら

れた友人との交際や、高校に行きたいというH標

がて．き、彼の休み始めた小学校4年の教科r⑪］二から、

自発的に勉強を始めている．、．また、苦千だ一った自分

の気持ちを他人に伝えることにも、栢撫性かみられ
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るようになっている。

　長女Jは、相談開始後6ヵ月頃から休み始め、7

ヵ月後には完全に登校しなくなるが、希薄だった母

親Aとの親子関係か改善され、好きな絵画教室に通

い、能力を認められる中で、次第に登校を開始する

ようになり、現在は1日も休まずに登校し、友人も

増え．学芸会の主役に自ら立候補して当選するまで

に成長している、

　次男Yは、相談開始後2ヵ月頃（幼稚園入園後1ヵ

月頃）から、「お兄ちゃんが行くまで僕も行かない。」

と、休み始め、1年後、転園し年長組として約1年

間通園するが、’卜学校入学より再び休み始め．現在、

小学2年に在籍するが登校していない。

しかし、吃音はすっかり消失し、夜尿も

小学1年の夏に消失し、相談開始当初に

みられた「僕、へたなんだもん。」「先生に

おこられるんだもん…」と言い、何事に

対しても劣等感が強く、積｛亟性がみられ

なかった状態が、友人への遊びの誘いか

け、勝敗のあるゲ’一ムへの桃戦、勉強に

対して、積極性がみられるようになって

きている。また、母親との依存関係も、

少しずつ自立へと成長してきている。

母親Aの事例の考察

　この母親Aの．事例では、登校拒否を起

こしている3人の子どもたちの「自主性

の発達の遅オL」が、問題となっているだ

けではなく、母親A自身の「自主性の発

達の遅れ」が、問題となっている。これ

は、母親Aの相談の中で’、最大の問題である母親

Aの「母親からの自立」という葛藤を通して、繰り

返し語られている．、むしろ、子どもたちに自主性の

発達を促すように育てられなかった母親Aが潜在

的に持っている、A自身の「自主性の発達の遅れ」

がこの事例の問題の焦点となっている，。こうして考

えてみると、更にさかのぼるならば、この母親Aの

「自主性の発達の遅れ」は、母親Aの母親との間で

作られた問題であるといえよう．、あるいは、更に3

代前にさかのぼって考えることもできるかもしれな

い．，いずれにせよ、登校拒否として表面的に問題が

表れている3人の子・どもたちから考’えると、彼らの
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問題は．3世代（あるいは、4世代）にわたって培

われてきた問題であることがわかる、そして、この

母親Aの自主性の発達に伴うように、子どもたちの

自主性も3人3様のペースではあるが、発達してい

くのである。

　この母親Aの事例を通して、母親Aの母親と母親

A、そして、母親Aと3人の子どもたちの親r－WU係

の結びつきの強さと、Aの母親が変容したわけでは

ないが、母親Aか自分自身をみつめ、自分を理解し

ていくこと（自己洞察）で、3世代に及ぷ問題の．絆

を断ち切ることができてきている、という人聞の持

つ力の素晴らしさを感ヒさせられた。

　結びにかえて

　現在のf・どもたちは、登校拒否や情緒障害など、

さまざまな問題を表しているt．その子どもたちの状

態を正しく把握することか、子どもを理解すること

の第．・歩て．ある。子どもの行動一例えば、「登校

拒否」に関Lても、それを社会的常識的な規範に合

わせて善悪の判断をすることは、たやすいかもしれ

ない。しかし、そうではなく「登校拒否」という．事

実が、そのf・どもに在ることを認め、それを、子ど

もが出している何らかの助けを求める赤信号である

という理解の仕方が大切であるttもちろん、それが、

その∫．どものどのような内面から起きてきているの

か．一自i三性の発達の遅れなどを考えることも大切

て’ある。しかし、それらを包括して、なぜそのよう

な行動が起きたのか、ということを、家庭の中で．、

両親が、それぞれ自分とのかかわりに合わせて考え

ていかなければならない、その際に、母親Aの事例

世界の児倉．と他性

のように、自分自身の気持ち、否定的なもの、肖『定

的なもの、すべてを含めて、自分自身を正しくみつ

め、理解していくことが必要となってくる，r一ども

の表す行動に対Lて、白分がどのようなかかわり方

をしているのか、なぜ、自分がそのようなかかわリ

方をしているのかを自分の中で明確にしておくとい

うことてある，、それにより、今までみえてこなかっ

た自分自身との出会いかあり、白分lll身と出会った

人間は、その問題を自分自身で．解決していくことか

て．きるので．ある．．

　また、もう．一つ大切なことは、f’ども自身か自分

を表現でき、認められる暖かい雰囲気を家庭に作っ

ていくことである．自由に表現で’きる場かあれば、

f・どもは、危機的場面に出会った時に、すぐにいろ

いろな形で赤信号を出すことができるし、∫・どもの

行動を自分とのかかわりでみつめていく姿勢があれ

ば、すぐにr一どもからの赤信号をキャンチして、そ

の問題を｝どもと一緒に考えることができる．そし

て、その場か認められる暖かい場て’あるならは．、ま

ず、子ども自身が、自分の問題の解決に努力してい

くと考えているp

　「’f’どもの心を読む」すなわち、f’どもの心を理解

するということは、r・どもの起こすいろいろな問題

に対’して、いたずらに責任のFi斤在の追求をするので

はなく、r・どもも、そして親も、日分rl身をみつめ、

正しく把握していくことによって可能となっていく

と考えている．．

　以Lは、母親に対するクラィエント中心のカウン

セリングと、f一どもに対する遊戯療法を通じて理解

できたものであることを付言する．，．
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特集・子どもの心を読む 冷 ●

子どもたちは
どんなときにどんなことを願いながら

成長するのカ㌔

〔出席者〕ξ赫．奈瀦藺史

　　　　　．養Li隻施設T園

〔司　会〕

知恵子・言ll

養」護施言文Y寮

ち　k　こ　　別．F．k　　ヤ．tひろ

．；tく　　だ　　ツこり　　ほ

福田垂穂
明治学院大学副学長

史・保広

■・．■■■●■■●■●●●●■■●■■田■・・■・．

福田　『世界の児童と母性』では、これまで子どもに

関するさまざまな問題を発達段階ごとにとらえ特集

してきました．い圭子どもたちを取り巻く杜会環境

は決して望ましい状態にあるとはいえません、．そこ

で21号からは、どういう文化的な環境をつくればい

いのかを考えてみようということで、．j”ど．もたちを

取リ巻く社会・文化的問題を取り上げ．ています

　いま、子どもたちの周りには、いじめや虐待、登校

拒否、非行などあまりにも多くの問題が見られます，、

これらは、もしかしたら人人の私たちか高度成長と

いう社会経済の流れの中で、自分たち大人の生活を

優先するあまリ、子どもが本来もっている姿を見失

い、子どもを信頼して育てることを怠ってきたため

ではないか、言い換えれば、大人が、あなたたち了．

どもの心を読めなくなっているので’はないか、子ど

もたちが何を考えているのかがわからなくなってい

る結果なのではないか、とも考えられます、そこで、

今回は“itどもの心を読む”を特集テーマに取リヒ

け’、そのひとつとして座談会を企画しました．あな

たたちがどんなときにどんなことを考え、どんなこ

とを願いながら成長してきたのか、というお話を聞

き、∫・どもの祝点に立って！こどもの幸せとは何かを

考えるきっかけにしたいと思うのて’す。

　今日集まっていただいた6人のお友だちの共通点は、

いま家庭を離れて、東京にある養護施設で生活し、

高校に通っているということです。すでにご両親が

亡くなった人もいます．またいろいろな理由かあっ

て、ご両親が離婚されたお友だちもいると思います．．

それからいま、きょうだいが一緒に生活Lている人

もそうでない人もいますね，家を離れて養護施設に

来る圭でに、きっといろいろな体験をし、いろいろ

な心の葛藤を経験したかと思います．、．こんなときに

お父さんやお母さんが白分の気持ちをもっとわかっ

てくれたらなあ、あるいはあのとき学校の先生がこ

　ういうふうに自分を理解してくれたらよかったのに

2L）



なあ、というようなことがあるはずです。両親と暮

らしながら、何の問題も感じないで日々を過ごして

いるF・どもたちよりは、みなさんのほうがもっと深

く具体的に、親・子というもの、先生・1中間との関

係、そして日々の生活について考え、感じていると

思います。

　そういう意味で、自分のいままでの生活の中で起

こった楽しいこと、苦しかったこと、あるいはいや

だったことなど、いろいろなことを差し支えのない

範囲で話し合っていただきたいと思います。まず、

自分かどんな生活を経て養護施設に来たのか、自已

紹介を含めて簡単に、これまでのことを語ってくだ

さい。

ぼくが生まれる前に、

両親は既に離婚していました。
．・．・．・・．右．°◆°・°，，．●・・●．．◆●・．■●・・．・ny・．■・■．．．・・．

知恵子　私が家にいたころは、お父さんが遠う場所

にいて家にいなかったので、弟と2人だけで家にい

ることが多かったんです。そして、高校進学のとき

に、そのままでは高校に入っても落着かないだろう

ということで、周りのすすめもあっていまの施設に

きました。弟はいま違う施設にいるので、別々に暮

ちLています，，

訓史　ぽくの場合は、ぼくが小学校1年生ぐらいの

ときに両親が離婚して、母が家を出ていっちゃった

んで’すc兄弟2入なんですがt父が1人でほ’くと兄

の2人を育てていくのが無理だったみたいです。そ

のI／：　YLiか体が弱かったので、ぽくが小学校3年生の

ときにEと一緒にT一葉の養護施設に入り、中学2年

世界の児童と母性

　楽譜を見る目も真剣な器楽部の合宿風景

までその施設にいました。ぽくが中学3年のときに、

兄が東京の高校に行くことになり、いまの施設に移

ったんです。いま高校2年の兄と一緒にいます。

保広　ぽくが生まれる前に、すでに両親は離婚して

いて、ずっと母と兄2人との生活て’した。父には会

ったことがありません。小学校3年生のときに、母

が事故で亡くなって、それからあちこち引越しまし

た。そして小学校4年生の途中から千葉の養漫施設

に人りました。その後、小学校を卒業するときに、

いまの施設に来ました。

福田　いま、お兄さんたちとは一緒に生活している

んですか。

保広　別で、年に1回会うだけですq

哲史　小学校4年のときに父が脳溢lnLで倒れて、そ

　　　　　　　　子どもた6は
どんなときにどんなことを願いながら

　　　　　　　　成長するのか
会

座

談
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のまま1週間ぐらいで亡くなったんです。借金があ

ったらしく、その上母が病弱で入院したので、親戚

がぼくと姉のめんどうを見てくれることになりまし

た。最初のうちはよかったんですが、そのうち親戚

も、自分たちの家庭があるということで、児童相談

センターに世話になりましたeそこに1ヵ月ぐらい

いて、それからいまの園に姉と2人で来たんです。

小学校5年のときでした．

福田　お父さんが亡くなって、お母さんと子どもた

ちだけになり、初めは親戚の人たちも支えてくれた

けれど、だんだんお母さん1人では無理になってい

ったんですね．．

哲史　はい、母は1、2年入院しました，それで、

仕様がないということで…。

奈津枝私は、生まれたときから両親とは暮らして

いなかったんです．，生まれたときは母の実家にいて、

それから父のほうの実家に移ったんです．，そして小

学校1年生になるときにやっと、両親と暮らすこと

ができたんです．コだけど、小学校3年生のときに、

尾瀬沼ヘハイキング

戸籍上の父なんですけど、その人と母が離婚したん

です。それで母が夜働きに出たもんですから、夜家

にいなくて、そのうち私が夜遊びするようになっち

ゃって……。親が離婚したということを友だちから

言われるのがいやで、小学校にも行かなくなったん

です。そうしたら、知らない間に2年ぐらいがあっ

という問にたってしまいました。

　それで、このままじゃ中学校に行けなくなると、

相談所の．先生に言われました。言われる前から、こ

のままずっと学校に行かないで、そのうち弟と同じ

学年になってしまうのがすごくいやだという気持ち

があったんで、どうにかL．てくださいと答えたんで

す。そうしたら、児童相談センターに一応入って身

の振り方を決めましょうと言われ、センターに入っ

たんです。それから2ヵ月ぐらいして、いまの施設

に来ました。

福田　同じ学年になりそうになった弟さんはいまど

うしていますか？

奈津枝　別の施設にいます。

福田　知子さんは？

知子　弟が生まれてから両親の間に大きなトラブル

があったらしくて、それがもとで、私と母の事故が

起きたみたいです、私は3歳ぐらいだったと思いま

すが、その事故がもとで’左足を切断しました。多分

それがきっかけとなって、両親が離婚したようです。

　それから私は身体障害児の施設に入り、小学1年生

　になる1ヵ月ぐらい前まで．そこで生活していました。

　普通の入たちと一緒に生活したほうが体のためには

　いいし、勉強にもそのほうがいいということで．、小

　学校に上がる直前にいまの園に来ました。
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福田　3歳では事故の記憶はないでし．ようね．、大き

くなるにつれてL手術を何度かLたんですか．

知子　べ’トに寝ていたというかすかな記憶がある

だけで’す　／t’i’i故にあって以来再度手術をしたのは1

回た．けてす　義足のほうは、成長か早いですから、

年に1回もしくは半年に1回換えます．

お父さんの給料日に、

家族みんなでタ食をしたことが

思い出です。

福田　施設に来るまで．のことをいろいろ聞きまLた

か、これまでのことて’どんなことか心に残っていま

すか．楽しい思い出と、逆に悲しい思い出かあると

思いますか……．

哲史　は．〈か小学校6年生か中学校1年生のときた

ったと思いますが、園の野球大会で優勝したとき、

うれLか．、たです

福田　哲史君の場合は、小学校4年のときに、お父

さんか亡くなられたそうですか、お父さんとはいろ

いろな楽Lい思い出がありますか

哲史　そILもありますし、いろいろ……．

福田　いろいろというのは？

哲史　楽Lかったときもあるし、いやだったときも

あるし・…・・

福田　どういうときか？

哲史　父．ヒ公園でサ・カーをした‘1、釣リをしたり

したときは楽Lかったけど、そんなのは少なくて、

あとは父は母といつも喧嘩ぱ・っかりで’・・…・．

奈津枝　私の楽しかった思い出は、家族4ノ＼か揃・，

　　　　　　　　　　　　　　　世界7）児敢ヒt4刊

ていたときのこヒで．す　父のお給料日か20日で．、そ

の晩はいつも残業無Lて．父が帰ってきて、駅まで

母と弟と3人て．迎えに行き、そのまま夕食を食べに

行・ったことです、PJに1回そういうことかあって、

それが一一番楽Lか・」た思い出です．，．

福田　いやたった二と、苦しか・・、たニヒは？

奈津枝　5歳、6歳のた・・た2年間てしたか、直接

私を育ててくれた父ノ」の曾祖母か亡くな．．たときか

一
番1ドか・・，たで．す．

福田　直接育ててくれた大お婆さんの記l／壱．か．番強

く残っているんですね　それから家族．みんなか揃．っ

て過こ．した2年間．特にお父さんの給料・Uに家族．k

んなで夕食したこヒて．すda．

福田　知∫・さんは……．

知子　……．

福田　知r・さんは、お母ざんかいまどうLているか

知．．．ていまーすか

知子　よく知りません　実家力はうにいるご，しいで

すか、私との接触は完全に切れているんて．・・…・、

知恵子　私は寮に来て初めてのお1誕生会か楽Lかっ

たです．

福田　家にいた．ヒきは、そういう精験はなか．，たん

てすか．

知恵子　小さい頃はや一、てもらいました．．

福田　おM．さんは覚えてい圭すか

　　　　　　　　子どもたぢは
どんなときにどんなことを願いながら

　　　　　　　　成長するのか
会

座

談
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知恵子　いいえ、覚えていません。両親が離婚した

と聞いたのは、私が中学3年生のときだったんです

が、お母さんはその前から家にいませんでした。確

か、私が小学校3年生ぐらいのときからいなかった

と思います。初め北陸に住んでいたんですが、お母

さんはそのころからタバコやお酒を飲んでいて、お

父さんはそれがいやだったみたいで、よく喧嘩をし

ていました。なんかあるとすぐお．母さんは自分の実

家に戻っちゃって、それでいていつも自分から謝っ

て戻ってくるんです。．※京に来てから、お母さんの

ほうに男の人ができたのか、やはりすぐに出ていっ

ちゃったから……。そんなことが続いたんで、もう

帰ってこないんだろうなと思って、お父さんにも聞

かなかったから・・…・。

福田　そんなとき寂しいなと思ったり、お母さんが

早く帰ってくるといいなと思ったりしませんでした

か。

　ところで、ちょっとお友だちの作文を聞いてくだ

さい。『まだ子どもだったら』という題です。「’子ど

もの頃の私はさみしがりやで、お母さんの後をしが

みついて追っていった。お母さんがいないとすぐ泣

いた．そのくせ、お母さんがいると、ツーンとして

いた。甘え方がわからなかったんだ。r・ども心にお

母さんに廿えて暮らしたい、と何度思ったことか．、

隣．近所の子どもたちがうらやましかった。学校に一

度も来てくれなかったお母さん。子ども心に恨みま

した。小学校の卒業式に私の晴姿を見てほしかった。

お母さんに自慢したかった。子どもの心はとても複

雑なことをお母さんは知らなかったんだ。誰に相談

するあてもないまま、一人ぽっちの日は過ぎていっ
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た．お母さんが、そして私がもっと心を打ち明けて

話していたら、お．母さんの生き方も私の生き方も変

わっていたのではないだろうか。口．数の少ない私と

お酒を飲むお母さん。声を出して一緒に泣けるよっ

な、一緒に話せるような親子ではなかった。でも今

ならtrえられる．寂しいとも悲しいとも言えるよう

になったnそれだけ、私が大入に近ついたんだろっ。

そして、幼かった日がだんだん遠くに去っていく。

まだ子どもだったらいいなあ，今なら、お母さんに

甘えられるのに。」というのです。

　このお友だちはお母さんとうまくいかなくて、お

父さんもお母さんとうまくいかなくなり別れてしま

い、その後お母さんはお酒をたくさん飲むようにな

ってしまったのです。このような気持ちの行き違い

が私たちの生活の中で起こっているんだと思います．コ

知恵子さんは、お父さんとお母さんの仲の悪いこと

を知っているから、お父さんにもそういう話が出来

なかったわけて’すか。

知恵子　というか、私はお父さん子だったから、お

父さんとお母さんが喧嘩をしていても、お母・さんが

悪いんだと思っていました．だから、お．母さんに甘．

えるということは全然考えませんでした．

福田　では、お父さんは知恵子・さんのことをよくわ

かってくれていたと思いますか．，

知恵子　・…t・　、．t

保広　ぼくにとって悲しかったことは、お母さんが

亡くなったときです。

福田　保広君の場合は、生まれたときからお父さん

がいなかったわけで、全然お父さんの記憶はなくて

初めからお母さんとお兄さんとの生活だったのです



ね　そのお母さんか突然亡くなってた変だった！　，tt］、

いますが、お母さんは保広．君のことをよくわかって

くだすっていたと思いますか，

保広　その二ろは週にll‘il会うf‘亡度たったんで……

お母きんは心臓か弱か一．，たんで．、ぱ．くか．小学校に入

、てまもなく引越したんてす　でも、お母さんは仕

事かある力て、一緒には仕めなか・．．たんです．

両親の思い出は、

しょっちゅう喧曄ばかりしていた

ことです。
・ 　．　．　・　・　．　．　．　．　・　．　．　．　．　．　…　　　　　．　・　㊨　．　．　．　「　．　・　・　．　・　㊨　．　■　■　，　■　■　■　■　■　■　●　●　●　■　シ

福田　：）11史君は、お父さんとお母さんが別れたとき

のこヒを覚えてい圭すかttお母さんか．早く・掃．．．てき

たらいいなヒか、お兄さんと一緒にお母さんを待．、

ていたllかあるといった記’1意はありますか

訓史　1‘Ili観かしょ一・，ちlpう喧1嘩をLていたことは寛

えこt：」・ま．↓．；ウ・、19’くもまた5歳く．．レ㌧L・ノご一．ンt：！しで・、

あ圭り記隠にはないです．喧嘩が絶えなくて、お父

さんはお母さんを嫌っているって感じた．一、たから、

それでイpl　tなくいつの閲にか、お母さんの帰・・．てこ

なL・日力・多く　な一，：C・一・7P＝　才iieさ〆Clま、　｝よく　rこ1㌧1二

会いにたkに．昂・．，てきまLたか、お父さんには会わ

ないて．帰，ていきまLた．．

福田　たた、お父さんとお母さんかいつも喧嘩をL

ていたとい『｝1記憶があるわけですね．．まもなくおll・1

月ですか．お父さんノ）ヒニうに・ぱるんで．すか

訓史　掃りtす．母は、ぼくたちが父の家に帰るヒ、

ほくノ．：ちに会いに来ます　で．も、父には会いたくな

いから、近くにいる母の姉妹のヒころに来て、ほ’．〈

世界ジ・児4『川1付

　自由献立の日は盛り付けにもセンスを発揮

と兄貰か．そこに．行りてお肚さんに会います

福田　奈津枝さんは、学校に行きたくなくな．．、たと

いう1活て．したか、そんなときの気持ちを．例え（．ξお

1りきんがわかってくたさるとよか．，たんて．Llうか

奈津枝　そのころは小学使の3、・1年生て、母L一弟

と　・緒に暮らしてい圭したか、夜母か．）ちにいなく

て、住1削うちにいるときは寝ていたL…・一　弟と2

人たけて暮らしているよ’）なものだ．ったから．とい

うか、あまり母かうちに帰一，てきてくれなか．、たん

で……．母かいないときは、近くに住んで．いた母の

祖父のところに行っているこ！が多か・ノたんで一・S－

私は生まれてすく．．にその祖父に肴てられたので好き

た．ったんですか、弟は、自分にピー．t．て：よ知らない人

　　　　　　　　　子どもたぢは
どんなときにどんなことを願いながら

　　　　　　　　　成長百るのか
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というふうに受けILめていたみたいで、祖父のこと

を怖がっていました。

福田　あなたはおじいさんとうまくいっていたのに、

弟さんがおじいさんとうまくいかなかったんですね。

そういうときに、お．母さんは奈津枝さんの気持ちを

わかってくれていたと思いますか。小学校3、4年

生だと、自分の気持ちについてお母さんと話し合う

というのは無理た’ったでしょうが……。

何事があっても、

いい父・田であってほしかった。

福田　私のところには大人も子・どもも含めていろい

ろな人が相談にきます，これから読む手紙をよこし

たのは、中学のときに学校に行かなくなった子で．す，

いわゆる登校拒否の子ですねn自分がだんだん学校

に行かなくなり、お友だちともうまく繋がらなくな

り．それからお母さんとも話をしたくなくなったの

草野球大会で大奮闘
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は、ママの育て’方が悪かったんじゃないでしょうか、

と書いているんです、，「ママは、私が一番相談したい

ときには何も言ってくれませんでした．、それがこの

頃ばかにお母さんらしく、いろいろ私の一つひとつ

に口を出しますtt私はそんなお母さんはもう手遅れ

だと思っています．，自分がいま求めているのは、い

まのようなお．母さんの姿ではなくて、もっと早くか

ら私にくださるはずの愛情だったのです。それが出

来ないからといって、別の形でごまかさないで’くだ

さいttそれにしても、自分がだんだん日増しに反抗

的になって、クラスのお友だちとも仲よく出来ない

のはどうしたことでしょう．べ．．・ドの中で、何度声

を出して泣いたことでしょう．そんなことをお母さ

んは知っているでしょうか。1

　このr一はいろいろないきさつがあったんですか、

中学に入ってから、お母さんの気持ちがわからなく

なって話をしなくなり、学校にも行かなくなった．r・

なんです．いまはJil気になって高校に行っています．．t

そういうときに一体何が食い違ってしまったんでし

ょうね、，奈津枝さんは、白分の気持ちをお母さんに

伝えたいなあとか、お母さんの胸に甘えて飛び込ん

で．いきたいなあと思っても、それは出来なかったん

でしょっか．

奈津枝　別に仲が悪かったというわけでもないし、

母との関係が全く途切れたりしたということはなか

ったんですけど、ただ顔を合わせる時間がすごく短

かったというか、ほんとにうちにいなかったんで…．。

でも、家族揃って暮らしていたときも、仲が悪かっ

たわけで．もなかったけど、お母さんと．話し合うなん

てそんなのあんまり関係ないというか、とにかくし



やべったりする機会はあまりなかったんです．，

福田　割に薄い関係の家族だったんですね、お母さ

Lにはどんな気持ちだったんでしょうね。

奈津枝　弟はお母さんt・t子た．ったんですか、私はと

にかくお父さんっ子で、自然と、お父さんと話すこ

とのはうか多か・．、たんで’す。でも、お母さんは好．き

でしたよ．というか、弟かぜんそくで体が弱く、大

人の一Fかかかったので．、母か弟をかまっているのは

当然た．と思っていたので……．だから、私は外でば

かリ遊んで．いました．学校から帰ってきてもうちに

いるLいうことはほとんどなくて、近所のいとこの

っちに泊まりに行’．、たり、同じアパートの同い歳の

友た．ちのう．ちに泊まったりしていました、私か保育

園にff．，ているときは、村全体が親戚だったことも

あ・．’て、あちこちに泊まりに行っていました、それ

か当然だ．．，たんてす．

福田　奈津伎さんはお父さん子だと言いましたか、

お父さんは別の．女の人のところに行ってしま・－tたわ

けで．すね．そのときお父さんのことをどんなふうに

感Lましたか　あなたはお父さんの後を追いかけて

行きたくなか・．ソたので．すか．

奈津枝　最初の時点で．は、私も弟も父のほうにとい

う話たったんて’すが、父の再婚相手の人に連れr－　V

んかいて、その子が弟のすく』．歳ドの女の∫・だ・・、たと

いう二．ヒもあ．．．．tて、母のほうに行くことになったん

て．す　私だけでもと言ったんですが、私は弟ヒ離れ

たくなか．・たんで．、Lやあお母さんのとこに行くか

らいいよ・－Jて……．

福田　ここにもうひとつ、みなさんヒ同じよ’）に養1遵

施ぽで生活しているお友だちか書いたf乍文があります．

田．1県フ）児童と±li柑

　虫刺されを気にしながらの野外合宿

小学6年牛のお友ノごちてすか、‘．ほ．くのお父ざんtお

母さんが面会に来て、喧嘩をした．お母さんとお父ざ

んかぽくはだいきらいた．そんな親なんかぱ（の親

と違う　はくかほしいのは、も・，ヒいいお～ζさ，1．やお

母きんた　たけど、面会にtt一たとき、はく力お父tt

んやお母ざんか1喧1嘩をしていてわカ・．、たのは、ぽく

のお父さんは他のお母さんを持っていたとい1｝こヒ

た．．，た　お母9んも同Lた・・た　も’｝、ほく：1．）お父

ざんでもお母さんでもないお父きんのはかやろ．）、

とほ．くはほいたかった　もう会いたくない、お母さ

ん、お父さん、もう一度言いたい、お父きん、お母

さんノ｝はかやろ『｝．」こんな作文てす

　このおSAたち力ように、　f・とものあなたたちに

ヒ．・て、あまり仲のいいお父きん、お阿yんヒいう

…とき・…こと讃竃会
座

談
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記憶が残一一，ているノ＼はいないわけですね　最近の離．

婚件数は1年に17万件くらいあるんてす　この数

は決して少ない数ではありませんt／結婚するときは

誰でも将来別れることなど予期しないで結婚するん

ですが、実際に暮らしていくと、いろいろな理由で、

いろいろな問題か起こるんでしょうね．、ても、お父

さん、お母さんはいろいろな理由があってうまくい

かなかったんで．しょうが、そんなとき子どもの側か

らいうと、少なくともr一どもに対しては、いいお父

さん、お母さんで．あってほしいと当然思ったでしょ

うねこ

友だちに親切にされたりすると、

それを心の負担に

感じてしまうんです。

福田　では、学校に行きたくなくなったのは、周り

のみんなか自分の気持ちを理解してくれないし、自

分もみんなとうまく話か出来なくなって、気持ちが

繋がらなくなっていったからでしょうか。あるいは

学校で．お友だちからお父さん、お母さんか．離．婚した

といわれるのがいやで行かなくなったんですか．、

奈津枝　というか、母が離婚して引越しちゃったの

で、私も母についていったんです。で．も、私は前の

学校の友だちと別れたくなかったので．、毎朝、毎朝

バスで通ったんですけビ、無理やり転校させられち

ゃったんて．す．、それに、学校の先生が、もう転校し

なくちゃた．めだ、と言って・・…・、，

福田　学校の先生が転校しなさい、と．言ったんです

か．．．
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　クリスマス会で聖劇を演ずる子と「もたち

奈津枝　学区が違うし、小学’．kかバ7．で通うのは無

理．たL、事故でもあったら困るからと言われました．．

放課後うちに帰りたくなかったし、遊ぷ友だちは引

越す前の家の近所の」二たtフだったので、夕方まで．そ

の友た．ちと遊んでいました、私の他にも両親かお店

をやっている友たちかいて、あるときその子と一緒

に公園で6時ごろまで．．遊んでいたら、変な人たちが

来たんで．す　たまたまそこへ担任の．先生．がPTAの

お母さんたちと巡回に来て、何もなかったんて．すが、

そんな話を母が聞いたらLいんです．．それに毎朝パ

スで通一．ていたので、1LIX・ll」1の授業に遅ノLること

もよくあって、もう無理だから転佼しなさいと言わ

れたんです．いやたと言ったんで．すか、知らないり

ちに転校することになってしまっていたんて．す．転

校先で．は、やはリ、転校生だから、興味を持たれて

いろいろ聞かれたOして……

福田　それで、だんだん学校に行きたくなくなった

んで．すig，，，そういうときにどうしたら、気持ちの．L

でも切り替えが出来、いいお友だちが出来、先生とも



いい関係が出来たでしょうか。そのときに先生の中に

はいろいろな相談を出来る人はいなかったんですか。

奈津枝　え一，、先生ですか？

福田　転校した学校の．先生とは、いろいろな話かて．

きるような関係にはならなかったんですか。

奈津枝　そんな二とはなかったんですか．気持ちの

中で、どうしても向こうの小学校に通いたかったと

いっのがぬぐえなくて．かえって馴染みにくくなっ

ちゃったんだと思います，いやな人もいたけど、や

さしい人もいて、朝迎えに来てくれた人もいました、

勉強もわからないところがあったら教えてあげるね，

と言ってくれた人もいまLた　友だちにいじめられ

たというので．はなくて、しば．らく休んじゃうと、た

まに行っても勉強がわからないし、行けなくなっち

ゃうんで．す．．それで前の学校に戻れば何とかなると

思って、逮中で’前の学校に戻ったんですけど、やは

り勉強か全然わからないんです。それに昔の友たち

に親切にされたリ、みんなが一所懸命やってくれた

りすると、それかかえって心の負担になって、いや

だと感じてしまうんで’す。

福田　人に無視されてもいやだったろうし、自分が

だんだんついていけなくなっているのに、周リがい

ろいろ心配してくれるとそれがかえって心の重荷に

なる、丁どもの心の複雑な面ですね、奈津枝さんの

場合は、先生に理解されなかったとか、いLめられ

たとかではなくて、自分の気持ちの問題だったとい

えるかもしれませんia．，2年半も行かなかったそう

ですが、その間、どうしていましたか．

奈津枝　家に一人でいたり、学校に行かないr一と遊

んだり……，それでいなから、中学校は小学校とは

　　　　　　　　　　　　　　　Le．界の児血と母性

違うから、いくら小学生でもこのままだったら、中

学生になれないだろうという不安を感していました“

それに、弟と一・緒に6年生になるの’～と言われて、

それがいやだったんです、、

福田　自分の心のどこかに、こんなことをしていて

はいけないというあせりを感じなからも、だんだん

学校に行けなくなってい・ったんで．すね

いまの境遇を

特別視されるのはいやなのです。

福田　ところで、みんなが転校の経験かあるわけで

すt．ここに転校したときのことを書いている∫・ども

の作kかあります．．1いま、ぽくの中学時代のこと

を静かに振り返一，てみると、楽しかった思い出な

んか少しもありません，‘子い苦しいことが多かった

と思います一）私は中学1年の2学期までは、自分て’

言っのはおかしいですか、普通の中学生だったと，91、

います。ところが、家庭の事情で東京都からY市に

転居し、私も東京からYttsの中学校に転校させられ

ました。転校して、気分一新し、学業に励もうと思

っている）C先に、幻滅の悲哀を感じる事態か起こり

ましたDそれは私が頭が悪く、勉強か出来なかoた

せいかもしれません。Y市の私の通う中学校では、

勉強の出来る生徒と出来ない生徒との．差かあまりに

　　　　　　　　子どもた6は
どんなときにどんなことを願いながら

　　　　　　　　成畏するのか
会

座
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もありすぎたということで．す．．特に、私の苦手とす

る英語と数学の時、私を含めて不出来なものの解答

の番になると、『おまえ出来ないから、次』と言って、

解答の順番を飛は’されてしまったことで．す，折角、

解答の順番と機会が来ているのに、考える時間も与

えすに、次と言われて成績のいい生徒に、解答の機

会を与えられてしまった残念さはいまも忘れられま

せん．．このようなことか1度や2度でなく、何べん

もありました、普段の成績の良・不良で’人間のすべ

てを評価されてしまっているような気がしてなりま

せんtt中学時代、よく担任の先生は『やる気を出す

ように』　と言われ、いろいろな時問帯に『意欲を持

ってやるように』　と注意を受けました。しかし、成

績の不出来な私たちにとっては空しく聞こえ、何と

みんなで祝う誕生会

32

も空しい掛け声として校舎にこだまするような気が

しました、学校の授業に身が入らなくなり、成績の

悪い仲間たちと親しくなっていき、だんだん非行に

走るようになりました。．．］と書いています．．．

　みなさんは転校したときに、辛かったこと、ある

いは、そのときにあなたたちのことをわかって、助

けてもらった経験はありますか、，養護施設を変わっ

たKもいますが、哲史君は学校はどうしましたかt／

哲史　ほ’くは4年生のときにいまの園に移り、その

ときに転校しました。小学校の先生もよくしてくれ

たし、友だちも既に知っているノ＼が多くて、結構や

さしくしてくれたので．、すぐ馴染めました。

福田　それはよかったですね，そういう点では、い

やなこと、’fl’いことは起こらなかったわけですね。

哲史君のいる園は、以前から地t［の小学校との間に

いい関係が出来ていますからね。むしろ、小学校に

園のいろいろないい影響が及んでいるくらいですか

ら。

　知r一さんは、学校はどうでしたか。

知子　私は園に来てから小学校に入学したんて’、転

校の経験はないんです．，園に来たときはずうずうし

いと思われるくらいで、その日から人に　「うるさい

なあ』と言ったりしていました　でも、自分では足

が不自由だということを全然意識したことがなかっ

たので、小学校の入学式のときに、先生のほうから

この子は足が悪くて、義足をはいているから、押し

たD、ぶつかったりすると、すぐ倒れて危ないので、

気をつけてください、というようなことを言われて

・…・・．小学校のときから、好きで水泳をやっている

んですけど、がんばるわね、とかあんまり言われた




